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                                     様式３ 

論  文  内  容  の  要  旨  

氏  名  （  鈴   木   彩   加  ）  

論文題名 

 

現代日本社会における右傾化現象と女性たちの保守運動 

 

論文内容の要旨 

 1990年代以降、草の根レベルで保守運動が展開されるようになり、保守運動は学術的にも社会的にも大きな注目を

集めている。小熊英二・上野陽子（2003）は「新しい歴史教科書をつくる会」の実証研究から、従来の市民運動と類

似したネットワーク型の組織形態をもつ保守運動が登場しており、社会流動化による「不安」から人びとが保守運動

へと接続していくとした。2000年代後半になると草の根レベルの保守運動は活動をより先鋭化させ、在日外国人や東

北アジア諸国への差別言動を活動において発する在特会および「行動する保守」の諸団体の活動家に対して調査を行

った樋口直人（2014）は、資源動員論の観点から「不安」による動員論を否定し、活動家の政治的社会化過程やイン

ターネットを介した接触、「東アジアの地政学的構造」などの要因がこれらの運動が台頭した背景にあると指摘した。 

 今日の保守運動には女性も数多く参入しており、保守運動は女性によっても支えられているにもかかわらず、保守

運動研究にはジェンダーの視点が不足している。保守運動は反フェミニズム運動という側面も有していることを鑑み

れば、女性がジェンダー平等政策やフェミニズムに反対することの意味は、男性参加者とは異なることが推測される。

そこで本研究では、2000年代以降に活動を活発化させている女性たちの保守運動の実態を、フィールドワークや雑誌

記事といった質的データを用いて明らかにすることを通して、女性たちの保守運動が成り立っている要因を保守運動

内のジェンダーに関する構造と、運動外部のより広い社会構造に着目しながら考察することを目的とした。 

 第Ⅰ部では、女性たちの保守運動を研究していくための分析枠組みを設定した。まず、日本遺族会を基軸としなが

ら戦後日本社会における保守運動の系譜を描き、その中で女性たちが運動を担うようになったのは保守運動史におい

て画期的な変化であったことを示した（第1章）。次に、日本よりも保守運動研究が豊富に蓄積されている米国の右派

女性研究を概観することで、女性による保守運動を分析・考察していくためには、①社会一般のジェンダー構造、②

女性参加者と他の男性中心団体および男性参加者との関係性、③女性たちの保守運動を「母親」ではなく「女性」と

いう立場で行われる運動として捉える観点、という3つの項目が必要であることを明らかにした（第2章）。 

 第Ⅱ部では「母親」や「妻」という立場で活動する保守運動として男女共同参画反対運動に参加する女性を取り上

げた。保守運動において見られる、性別役割分業を行う異性愛カップルとその子どもから構成される家族形態を支持

する主張を「家族の価値」言論とし、敗戦直後から今日に至るまで活動している日本遺族会の会報記事分析から、「家

族の価値」言論は保守運動において1980年代以降に用いられるようになったことを明らかにした（第3章）。そのこと

を踏まえた上で、保守系雑誌・保守運動団体の機関紙・ミニコミに掲載された男女共同参画を批判する記事を執筆者

のジェンダーに着目して分析したところ、「主婦」を自称する記事は他の記事に比べて「家族」の論じ方が異なり、

やケア・フェミニズムにも接続し得る可能性があった（第4章）。しかし、実際に活動している女性へのインタビュー

調査からは、自分が家庭内で行ってきたケアの意義を主張しながらも性別役割は不可欠であるとする意識が女性参加

者たちの中に見られ、この点においてケア・フェミニズムと意見を異にすることが明らかとなった（第5章）。 

 第Ⅲ部では「行動する保守」の女性参加者たちを取り上げた。当初は外国人参政権や民主党政権への反対運動を展

開していた「行動する保守」の女性団体は、2011年から「慰安婦」問題に焦点を当てるようになり、そのことが「日

本人」の「女性」という立場性を打ち出すことに繋がっていた（第6章）。元「慰安婦」女性と支援団体に向けられる

批判は、民族差別であるだけではなく性差別でもある。しかし、非-示威行動の場における参加者の相互行為を観察し

た結果、「行動する保守」の女性参加者たちは元「慰安婦」女性を性的文脈に位置づけたジョークを嗤うことはでき

ず（第7章）、「慰安婦」問題の解決に反対することは自己嫌悪としてのミソジニーにもとづいた運動であると言える。 

 結論として、女性による保守運動が活発化した要因は、①1990年代に草の根で運動するという新たな運動形態が創

りだされ、②女性の保守団体が結成できるほどの女性層が潜在的に存在しており、③家族や性に関する事柄が保守運

動でも係争課題として認知されるようになり、④男性参加者が扱いづらい論点を女性から発言していくという需要が

保守運動内で高まったためであるということを提起した。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 及 び 担 当 者  

氏  名  （   鈴 木 彩 加           ）  

論文審査担当者 

 （職） 氏        名 

主 査 

副 査 

副 査 

教授 

教授 

准教授 

牟田和恵 

友枝敏雄 

辻 大介 

論文審査の結果の要旨 
1990年以降、草の根レベルでの保守運動が活発化し、その暴力的な様相や「反動」性が批判されるなども含め

て、注目を集めているが、本論文は、そのなかでとくに女性参加者・活動家に焦点をあてて、ジェンダー研究の

知見の蓄積と理論枠組みを用いながら、女性たちの保守運動に関する政治社会学的分析をおこなったものである。

これまで女性たちの保守運動については、既存の性別役割分業に基づく価値観をゆるがせられることへの不安や

危機感などが運動への動因の要因として指摘されてきたが、実証的な研究はほとんど行われてこなかったところ

に、本研究は、草の根の男女共同参画反対運動団体および慰安婦問題解決に反対する「行動する保守」の会とい

う二つの異なる運動団体のフィールドワークを行い、またあわせて種々のデータ・文献資料の渉猟を通じて、90

年代以降の女性による保守運動の実態を実証的に明らかにするとともに、それらの運動を成り立たせている要因

を保守運動内のジェンダー構造と運動の外部の社会構造に着目することで考察している。 

第I部では、戦後日本社会における保守運動の系譜を描いてそのなかで女性の保守運動を位置づけ、その上で研

究蓄積の豊富なアメリカの右派女性運動研究を参照して分析の枠組みを設定、第II部では「母親」「主婦」「妻」

として女性たちが参加する保守運動の分析から、「家族の価値」という鍵概念に着目、それが本流の保守運動の

なかで用いられるのとは異なる、あるいは矛盾しさえする意味づけを持つこと、しかし本流に接合されていく媒

介のメカニズムを明らかにしている。第III部では、慰安婦問題にかかわる女性運動を取り上げ、活動家たちは、

「母親」や「主婦」ではなく、「女性」というアイデンティティに基づいて運動の主導権を握りながら、しかし

主流の男性参加者とは異なる文脈にあることを描き出し、結論として現代日本の保守女性運動の特徴と構造を明

らかにしている。  

本論文は、注目されながらも実証性に乏しかった女性の保守運動に着目し、容易とはいえないフィールドワー

クを着実に行って成果を挙げ、それを保守運動研究の蓄積と接合することに成功して、すぐれた政治社会学的研

究となっている。また、近現代のフェミニズム・女性運動に関する知見の把握に基づいて、女性の保守運動を異

端あるいは「遅れた」「反動的」な存在と見るのではなく、女性の権利や平等を求めてきたフェミニズムの思想

との関連性と可能性を見出だす、オリジナリティのある興味深い知見を示唆している。 

以上のことから、本論文は、博士（人間科学）の学位授与にふさわしいものと判定する。 

 

 

 

 

 

 

 


